特定非営利活動（NPO）法人やましろ里山の会週刊ニュース12年６月21日413号
●ホタルの集い　梅雨の大雨予報の中37人の参加（翌17日・京都新聞で大きく紹介）　朝から雨が降る天気予報でした。前日の準備をするときも殆んど雨天だからホタルは出てくれないだろうという気分で進めていました。殆んどの皆さんもそう考えておられようです。実際そうなるだろうと思っていました。ところが当日の昼前には殆んど雨が止んで雲も薄くなってくるではありませんか。集まってこられたスタッフの方々は、これはアテが違うぞと少し乗り気なってきました。昼前とにかくどうであれテントだけは張出そうと腰を上げました。運び込む物のうちぬれれば困る物は里山号で、テントなどぬれてもいい物は軽トラックに分けて出発、到着後竹を切りに行く人とテントを立てる場所を確保する人に二手に分かれて、準備にかかりました。集合の2時ごろにはテントが立ち上がり、一応の受け入れ体制が整いました。10ｍ四方の大テントですからぜんざいを作る場所、餅を焼く場所もかなり余裕あり、太鼓演奏の場所も十分の広さが取れました。強風が無ければ安心して実行できると誰もが自信を持ちました。竹を切って灯呂を作り　灯呂に使う紙に子どもたちが絵を描き、綺麗な竹灯呂が完成しました。宇治田原を5時に出発してくれた太鼓サークル｢萌｣の7人は、5時30分に到着、早速演奏準備、用意が整うや否や演奏を開始、木遣り太鼓など3曲を矢継ぎ早に演奏いただきました。雨が激しくなる前に頑張っていただきました。悪天候の中遠路はるばるやってきていただき結成24年間の実力演奏で、聞く人々は強くひきつけられました。メンバーのうち小学生時代に加わり、一時中断して、社会人になって再び加わっていますという自己紹介に大きくうなずく人が多くおられました。楽しい演奏の後温かくて飛び切り甘いぜんざいが振舞われました。本当に甘くて美味しくて、緑豊かな田園風景の中、雨音がするとても素晴らしい雰囲気の中、美味しかったです。収穫したばかりの玉葱の売出しがあり、7時45分に散会しました、この頃ホタルが飛んでくれました。
●木津川クリーンアップ　合計36名の参加　　「ポイント国道1号線下」の参加者からあずみ野の湧水24本の差し入れ、又開橋西では松美建設さんから5人の参加ありました。今開催されている河川レンジャー養成講座の受講生3名も参加されていました。今年は全体的に大型のゴミが少なくなっていました。京田辺市や精華町の体育協会の皆さんも木津川クリーンアップに積極的な協力の意向をお聞きしました。前年より協力や協働しようという団体との連携の輪が広がりました。御参加いただいた皆さんご苦労様でした。
●20日　事務局会議　里山農園で開催　昨年より開墾してきた里山農園が丁度1周年ですので、事務局会議を農園で14名の出席で開催。降雨が確実だろうとテントを持込みましたが、徐々に天気がよくなり不用でした。会議では、里山農園の運営、環境大臣受賞記念事業などについて相談しました。会議終了後、採りたての野菜を使って焼肉パーティを楽しみました。大変気分のよいひとときでした。
●里山の会の活動が自治体で　もてはやされています。精華町では、山田川水ウォッチングが昨年2回開催されましたが、取組みをサポートしたのが里山の会でした。又精華町の里山の会の総会で講演をと要請されました。この2つが精華町の広報誌で大きく取上げられました。城陽市では、魚とりなど木津川本川での取組みが依頼され応援しました。
●農業塾からのお知らせ　玉葱の収獲1000個　収獲できる　協力金1袋100円（大中小入り交って）でお分けしています。事務所まで連絡下さい。ジャガイモの収穫は28日午後1時から実施します、多数ご参加ください。収獲間も無く開始　1袋100円（大小入り交って）でお分けする予定です。
ナス　トウガラシ　エンドマメ　キウリも収穫時期になりました。できるだけ市販価格より安価でと考えています。事務所など会員さんの協力を得て小規模な無人協力店を取りくもうとしています。協力いただける方を求めています。里山の会事務所へ連絡ください。
●農業塾への参加者募集　少し野菜作りをしてみたいとお考えの皆さん、里山農園にお越し下さい。収穫や栽培、栽培準備を手伝ってください。又、現役の皆さんの土日の参加をお待ちしています。里山農園へ出かけてください。　連絡を待っています。
●オオムラサキ調査にご参加ください。24日　9時30分集合　普賢寺小学校前　集合時間に集まった皆さんで現地へ直ちに移動します。今年は何としても成虫に出会いたいと思います。何年ぶりかの再発見です。多くのご参加をお待ちしています。
●環境大臣表彰受賞通知が届く　授賞式　29日　午前10時30分から東京　深田三郎理事長　山村武正常務理事が出席
京都府の推薦文　　地域環境保全功労者功績調書　　　表彰名　地球環境保全　主な功績
本団体は、平成11年に前身となる任意組織が設立され、木津川やその周辺の里山に生息・生育する植物を中心に、府民の参加を促進しながら自然観察会や調査活動を精力的に推進してきた。
その活動の中で、平成13年にはフナバラソウ（京都府絶滅寸前種）を木津川堤で最後の一本を発見、平成19年3月には京田辺市内でカスミサンショウウオ（京都府絶滅寸前種）の生息を現地で初めて確認した。また、同年5月には府域で絶滅したと考えられていたレンリソウ（京都府絶滅種）を木津川堤で発見し、国土交通省淀川河川事務所等関係機関と連携して保全活動を展開してきた。
我が国の植物分類学の権威である村田源・元京都大学講師ら多数の有識者の協力を得て平成13年度に特定非営利活動法人化し、活動推進体制を確立するとともに、平成20年に制定の京都府絶滅のおそれがある野生生物の保全に関する条例に基づき、レンリソウ等の保全団体として京都府の登録を受け、府域の希少野生生物保全のための幅広い取り組みを進めている。
さらに、原木から切り出す炭焼き体験、休耕田を復旧して稲作体験、木津川の水質調査、木津川の25種83箇所のレッドデータブック記録植物の保全、近隣小学校への総合学習支援講師派遣、木津川で魚とりの実施等、活動を通じて、学術的な自然保護活動はもとより、府民の自然とのふれあい推進に多大な貢献をしている。



























週刊ニュースを全会員さんに届けようと努力をしています　メールやＦＡＸ番号をお知らせください

郵送希望者には　郵送料のご負担をお願いいたします。　1か月分まとめて100円をお願いします。電話待つ

